
２９生産第５５７号

平成２９年６月２日

各行政機関の長 殿

各団体の長 殿

農林水産省生産局技術普及課長

農作業中の熱中症対策について

農作業中の熱中症による死亡事故は、毎年２０件前後で推移し、７、８月に７０

～８０代の方が屋外作業を行うときに集中して発生しています。

また、気象庁の発表によると、３ヶ月予報（６～８月）では全国的に平均気温が

高いとされており、既に５月の真夏日においても近年で大変多い状況であるため、

今夏の暑熱環境下での農作業は特に注意が必要です。

農業従事者の中には熱中症の具体的な症状がわからず、知らず知らずに熱中症に

かかっている方が多くいます。特に高齢農業従事者は発汗量が多く脱水しやすいた

め、こまめな水分補給や休憩を周囲の方が協力して声かけを行う等、重点的な対策

が必要です。

つきましては、熱中症の発生が急増する時期を迎えるにあたり、農作業を行う者

等に対し、あらゆる機会を利用して幅広く別紙の内容を周知し、熱中症予防に取り

組んでいただくようお願いします。また、このことが取り組まれるよう貴関係者に

対して指導願います。
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農作業中の熱中症による死亡事故件数、年齢別
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１０年間で１８５件発生

農作業中の熱中症による死亡事故の発生状況①

７０～８０代で全体の
７８％が発生

農林水産省調べ（道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査）

（別添１）
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農作業中の熱中症による死亡事故件数、月別
（平成18～27年）
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農作業中の熱中症による死亡事故件数、場所別
（平成18～27年）

農林水産省調べ（道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査）

７～８月に全体の
８４％が発生

田及び普通畑で全体の
７０％が発生

農作業中の熱中症による死亡事故の発生状況②

※発生月が不明な事故が２件あるため、総数は他のグラフと異なっている



農作業における身体作業強度と熱中症のリスクについて

身体作業強度 作業の例

安静 安静

軽作業

楽な座位、立位、軽い手作業（書く、簿記など）
手及び腕の作業（点検、組み立てや軽い材料の区分け）
腕と足の作業（普通の状態での乗り物の運転、足のスイッチや
ペダルの操作）

中程度の作業
トラクターや重機の操作、草むしり、果物や野菜を摘む
軽量な荷車や手押し車を押したり引いたりする

激しい作業
シャベルを使う、草刈り、掘る、のこぎりをひく
重い荷物の荷車や手押し車を押したり引いたりする

極めて激しい
作業

激しくシャベルを使ったり掘ったりする、斧をふるう、
階段を登る、走る

熱中症リスク 高

熱中症リスク 低

（別添２）

日本工業規格Ｚ８５０４（人間工学―ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）指数に基づく作業者の熱ストレスの評価―暑熱環境）附属書Ａ「ＷＢＧＴ熱ストレス指数の基準値表」を基に作成



別紙





参考


	別添
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	別紙
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3




